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科目

2009年1月期 2010年1月期 前年 08/1/21～ 09/1/21～ 前年

11月度 11月度 同月比 08/11/20 09/11/20 同期間比

売上高 299,731 375,810 125.4% 2,127,267 2,382,068 112.0%

営業利益 41,894 105,623 252.1% 111,368 274,382 246.4%

経常利益 44,059 132,007 299.6% 88,024 285,222 324.0%

税引前利益 44,036 132,007 299.8% △ 51,657 285,209 N/A

流動資産 1,701,762 2,070,117 121.6%

固定資産 370,181 266,375 72.0%

流動負債 258,797 437,332 169.0%

固定負債 50,000 51,553 103.1%

純資産 1,763,146 1,847,607 104.8%

総資産 2,071,943 2,336,492 112.8%

商品カテゴリー名 2009年1月期 2010年1月期 当月 08/1/21～ 09/1/21～ 当期間

11月度 11月度 構成比 08/11/20 09/11/20 構成比

乳児・知育玩具 113,456 182,873 48.7% 890,371 933,428 39.2%
女児玩具 107,322 95,224 25.3% 580,261 574,996 24.1%

遊具・乗り物 63,984 66,722 17.8% 476,020 619,662 26.0%

新規・その他 14,969 30,990 8.2% 180,615 253,982 10.7%
合計 299,731 375,810 100.0% 2,127,267 2,382,068 100.0%

前期よりカテゴリー別数値を一部組み替えて表示しております。

11月度新発売商品

商品カテゴリー名 商品名 発売日

乳児・知育玩具 ２WAYジャンパー 2009年11月10日

《月次の対比》 《期初からの累積の対比》

標準小売価格（税込）

\15,540 

　
　当11月度の売上高は、3億76百万円、前年同月比25.4%増となり、流通段階の積込み出荷がようやく本格的に動き出したと言
えます。消費低迷による先行き不透明感から、年末商戦開始月10月度の仮需要が前年同月に比べ2割程、当11月度にずれ込
んだと見ています。

　特に乳児・知育カテゴリーでは前年に無い知育商材で、「おちゃんこの知育」や「熱中知育ボックス」等がチラシ重点アイテムで
注目され、仮需要出荷に貢献しています。また、多品種溢れ返る女児ホビーアイテムがある市場で、流通には期待度やや低め
だった「エコパピエ」等が、当月のTVCMによる影響でセルアウトが上昇し、俄かに予約以上の仕入増加傾向を示し、当月女児玩
具売上高に反映されています。

　自転車ではほぼ計画通り出荷促進され、当月下旬では先付け出荷確定分で年内生産数が売約済みとなり、年明け分の前倒
し準備にかかりました。しかし、あくまで店頭在庫消化は来月12月度となるため、当社では店頭在庫数と消費者動員数の両にら
みで過剰供給に警戒体制をとっています。

　また、当月では6ヶ月のハーフバースデイに向けた「おちゃんこの知育」に続く新製品第2段「２WAYジャンパー」\15,540（税込
み）を発売しました。昨日まで寝んねばかりだった赤ちゃんは、おすわりが出来るようになると同時にあんよも発達して、ママのお
ひざの上でピョンピョンとスクワットするのが特徴です。これを存分に出来るよう遊具化しました。急速にからだの発達が活発とな
り目が離せなくなるこの時期に、一人でピョンピョンと自力で跳ねながらゴキゲンで居てくれる、お母さんの育児補助具としても優
秀なおもちゃです。あんよが出来たら押し歩きも出来る２WAY式です。

　【四半期予想】　　（2009/12/3発表）
●2010年1月期第4四半期予想

・売上840百万円（前年同期間比2.1％増　）
・営業利益91百万円（同比2.1％減）

●2010年1月期通期予想
・売上2846百万円（前年同期間比7.4％増）

・営業利益260百万円（同比40.4％増）

【金融商品時価評価】2009/11/20時点

●投資有価証券評価損益31,601千円


